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ひとりがよくなると
世界はきっとこう変わる。

ひとりが「よくなる」と、どんなコトが起きるだろう。

ひとりが「よくなる」と、その人と出会った誰かがうれしくなる。

つまり、その人もきっと「よくなる」。

そして「よくなる」の繰り返しは

社会や世界をよりよく変えていくチカラになると思うのです。

その人と出会った誰かが「よくなる」

そんな出会いとつながりを

YMCAはこれからも大切にしたいと考えています。

「よくなる」の連鎖は

やがて社会や世界を変えていくチカラとなっていく。

そしてきっと平和を形にしていく原動力となっていく。
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ひとりが「よくなる」と、
どんなコトが起きるだろう。
YMCAと出会ってみませんか？

Encounter
みつかる
あなたが、したい何かを「みつける」ために。

プログラム
YMCAは、多様なニーズに応え、
幅広いプログラムを展開しています。

Transform
よくなっていく
あなた自身の人生がもっと

「よくなっていく」ために。

かけがえのない場所として
これからの世界に不可欠な、かけがえのない場所。
YMCAは、そんな場所になりたいと願っています。

Contact
つながる
あなたが、「つながる」誰かを探すために。

活動拠点
YMCAは、家族、コミュニティ、全国、世界の人びととの

「つながり」を大切にしています。
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巻頭言

　����年度もYMCA活動へのご理解と多大な援助、助言をいただきまして心より感謝申し上げます。
さて本年度は予想だにしなかったコロナウイルス禍に見舞われ、社会全体の日常が奪われ、回復が困難となるような毎日が
続いております。
この状況下にあって、学童保育以外の事業の中止を余儀なくされ、一時期はYMCAの存続も危ぶまれる状態でしたが、ワイズ
メンズクラブの方々やYMCA会員のご寄付、公的資金の給付や融資でなんとか乗り切ろうとしております。幸い学校関係や商
業活動も危ういながら再開されほんの少し明かりが見えたようにも思えますが、まだまだ予断は許せない状況が続くものと
思われます。

このようなときこそ社会的弱者に救いの手をさしのべられる活動を充実できればと考えます。
コロナ禍は近い将来収束するときが必ずやってくるでしょう
しかしその後の社会は大きく変化しているでしょう、YMCA活動も多くの試行錯誤を経て次の世界に進んでゆかねばなりません。

今後変わってゆくであろう社会に適合しなければならず、特に子どもたちとユースボランティアリーダーたちとのマッチング
は重要課題です。
今後ともこの組織を見守り、ご支援をお願いいたします。
皆様方もご自愛なされ、ご健勝にお過ごしください。

����年度より祝部前総主事の後を受けて総主事に就任をいたしました。
これまで積み重ねてきたYMCAの働きをベースにしながら新たな挑戦のスタートを切らねばならないと責任を感じており
ます。
世の中の変化は凄まじい速度で進んでいます。正直言って滋賀YMCAはある部分この時代の流れに後れを取ってきたと実
感しております。ウエルネスと国際教育の会員数の減少は財政を苦しいものにしています。しかし、滋賀YMCAには若い
ボランティアの力がみなぎっています。ベテラン会員の皆さんがYMCAに常に心を寄せてくださっています。リソースとエネ
ルギーはまだまだ捨てたものではありません。
これらの力を生かして、社会の動きを確実にとらえながら社会に求められる働きを進めてゆかねばならないと思います。
既存のやり方だけではなく、新たな取り組みを進めてゆくことでYMCAに所属することに誇りを持っていただけるYMCAに
今また戻らねばなりません。
����年度、学童保育を新しい事業として組み立て、新たなスタートを切りました。
ここからがスタートです。力をつけて、勢いをつけて次の年度へ走ってゆこうとしております。����年度の皆様方の支援に
心より感謝申し上げます。
次なる����年度に向けても多くのご支援をいただけますようよろしくお願い申し上げます。

滋賀YMCA理事長　久保田正紀

滋賀YMCA総主事　久保田展史
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滋賀YMCAの使命

滋賀YMCAは、神がイエス・キリストに示された愛と奉仕の行き方を多くの人とわかち合い、「正義と平和の喜び」の共生社会
をきずくことを目指します。

　�.　人間の自由と権利を守り、平和と正義の実現に努力します。
　�.　「いのち」への共感をひろげるため、生命と自然と文化を守ります。
　�.　愛と理解と寛容の地域社会をもとめ、苦しみと痛みの中にいる人に仕えます。
　�.　子どもたちの〈こころ〉と〈からだ〉の限りない成長のために努力します。
　�.　地域の人びとと共に「生きることの質」をたかめ合う場と機会を提供します。
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「恵みの業をもたらす種を蒔け。愛の実りを刈り入れよ。
新しい土地を耕せ。主を求める時が来た。」
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����年度滋賀YMCA事業計画

����年度新しい滋賀YMCAの展開には、既存事業全般特にウエルネス事業の
弱体化という現状があり、それを打開すべく学童という新規事業の実施を����年度
より試みている。新規事業を起爆剤に新しい展開を行う絶好の機会である。しかし
この事業に頼るだけではなく、学童事業との協働による各事業発展のアイデアを生み
出したい。今後の展開では、やはり人口�万人に満たない近江八幡であるため、
近江八幡市のみでYMCAを展開するには限界がある。近江八幡市を中心に滋賀県
に活動を広げてゆく行為を怠ってきたことが、南部の草津・大津地域の会員を失って
きたことではないか。これからの展開に明らかに大津市を遠く眺め、その中途にあ
る人口の増加地域である草津・大津・守山・栗東を望まなければ発展はないと考え
る。幸いにスタッフとして多くの人材を得た����年・����年であるので一人一人の
能力を最大限に生かしたYMCA力を高めた展開としたい。

����.��.��理事会　����.��.��評議員会
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ウエルネスの考えのもとに子ども達の心身の発達をはぐくみ、生命の尊さ仲間の大切さを学ぶ活動を野外キャンプ
活動・体育活動を通して展開する。そのことを通してYMCAへの信頼を増す取り組みを行う。

子どもに寄り添う事業の展開1
����年度滋賀YMCA事業計画

➀体育活動・野外活動はYMCAのブランドの
再構築に伴う各事業の展開を見直し、

　地域のニーズにこたえ、多くの参加者が
　得られる活動を展開する。
　また新たに草津地域への展開を模索する。

➂子ども達の活動を通してYMCAの願い
を広く発信して社会の信頼を得られる
努力を惜しみなく行う。

➁学童保育を通して地域の福祉を担い、
　子ども達の豊かな発達の機会を与える。

読売新聞滋賀版（����年��月��日付 朝刊）
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若者が生きいきと活動をし、新たな出会いと学びによって人間力を養い、将来にわたって地域社会を支える人材と
して成長する機会を作る、ユースエンパワーメント。

ユースエンパワーメント2
����年度滋賀YMCA事業計画

➀リーダーの指導者としての資質を磨くとと
もに、社会の現状を理解して問題意識を持
てる幅広い人間力を持つ青年を育成する。

➁在日外国人との交流や病児とその家族の
支援などの機会を設け、青年として幅広い
視野と問題意識を持てる機会を作り出す。
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人間力を豊かに広げ、
健やかな生活を支える活動を行う3

➁英語教育やポルトガル語の受講者を
増やすとともに国際感覚の持てる事業
を行う。

➃高齢者を対象とした福祉旅行を実施
する。

➀豊かな感性を磨く音楽教育活動を活
発化し、多くの受講者を得る。また発表
の場や交流の場を他の事業との合同
で工夫して、練習の成果を発揮するこ
とで喜びを広げるように工夫する。

➂学童保育の保護者に向けて、「子育て」
「女性の社会進出」をキーワードに女

性が生き生きと生活し、社会で力を発
揮できる機会を支援する。

����年度滋賀YMCA事業計画
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地域社会の問題に取り組み
支える活動を行う4

➁外国から日本を訪れ働く人々とその子
ども達を支援する活動を作り出す。ま
ず学童保育の「ポルトガル語」をきっか
けに日系ブラジル人の方々との交流
を作り出す。

➄病児の支援、病児を持つ家族の支援を
行う。

➀「インターナショナル・チャリティーラ
ン」実施を通して発達障がいや障がい
のある子ども達や新たにスタートする
病児の支援を社会に広く求めYMCAの
働きをアピールする。

➂技能実習生を中心に地域で働く外国
人の日本語教育に着手する。

➃学童保育を発展させることで地域の子
育てに貢献をする。

➅地元企業等と協力した地域貢献を模
索する。

����年度滋賀YMCA事業計画
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健全な財政運営を行う5
➀収支のバランスを常に考え、確実に収益を

確保できる運営を行う。

����年度滋賀YMCA事業計画

➂スタッフ一人一人が採算を考えた運営
ができるようにする。

➁寄付金や外部資金の積極的導入。

読売新聞滋賀版（����年�月��日付 朝刊）
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キリスト教精神を大切に事業に生かす6

➁祈りの時を大切にする。

➀YMCAのキリスト教精神を積極的にアピール
する。

➂近江八幡YMCAの創設者である
　ヴォーリズを大切に扱い、近江兄弟社との

精神面での連携も模索する。

����年度滋賀YMCA事業計画

京都新聞滋賀版（����年��月��日付 朝刊）
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����年度滋賀YMCA事業報告

����年度 滋賀YMCA年間聖句
「わたしは羊のために命を捨てる。わたしには、この囲いに入っていないほかの羊もいる。その羊をも導かなければ

ならない。その羊もわたしの声を聞き分ける。こうして、羊は一人の羊飼いに導かれ一つの群れになる。」
ヨハネによる福音書第��章��～��節

　日本は高齢化と人口の都市集中、地方の人口の減少と言われています。しかし滋賀県は少ない人ながら
も人口が年々増加している県であります。しかも乳幼児の人口も横ばいから少し増加するという状況となって
います。近江八幡市も人口が増加しており、共働きが増え、学童保育には子どもがあふれている状況です。今
年度これらを解決し、子ども達に私たちYMCAだからこそより良い成長の機会を提供できると新たに学童保
育を開始しました。初年度である今年度は人数は多くありませんでしたが、既にお入りいただいている皆さん
から大変好評を得ております。この評判は確実に広がっており、将来を期待できます。
　滋賀県には多くの外国人が就労しています。今や日本の社会経済活動の重要な支え手となっているこ
とは明らかです。全国に多くの日本語学校を有しているYMCAの評判を生かして新たな事業として外国人
の日本語教育に取り組む準備を始めました。
　高齢化社会が進み、多くの方たちが介護しなければならない親を持ち、多くの方が将来の社会に対して
不安感を抱いています。リタイアをされた方々が第�第�の人生をいかに豊かにしていくか、このことにも私
たちが関わる意味があると考えていて、高齢者の家族が心豊かになるような福祉旅行の事業を展開しよう
と準備を進めてきました。
　また、重い病気と闘っている子ども達を支援することも新たな若いボランティアを得ながら進めようと準
備をして、２０２０年度から滋賀医科大学附属病院での活動をスタートする準備が整いました。
残念ながら�月末よりのコロナウイルスの脅威によってこれらの事が頓挫している状況ではあります。しかし
滋賀 YMCA には多くの若いボランティア、そしてエネルギーにあふれた若いスタッフが得られています。私
たちの両手はすでにスタートラインに置かれ、すぐにでも号砲とともに走り出せるエネルギーを有していま
す。この年度の最後はコロナウイルス渦に見舞われましたが、暗いニュースだけでなく明らかに明るい未来
がみえているのです。今年度の結果に対して心からお詫び申し上げます。しかしながら次なる飛躍をぜひ
ご期待いただけたらと思います。

総主事　久保田展史

����年�月�日～����年�月��



● SHIGA YMCA Action Book ������

ウエルネス事業（健康教育）
����年度滋賀YMCA事業報告

　スポーツを通して「子どもたちの全人的な成長」を、Ｙ
ＭＣＡに通うことで「生きる質の向上」を、それがＹＭＣＡ
ウエルネスプログラムの願いです。
　滋賀ＹＭＣＡではプログラムを通し、一人ひとりの全人
格的な成長を促し、健やかな心と身体を育み、いのちを守
ることの大切さを学びます。
　また、競技の技術向上だけでなく「挨拶」や「整理整頓」
など日常生活での大切なことも指導しながら運営を行っ
ています。

　バトントワリングクラスは、発表会やイベントの出演に
向けて技の練習や振り付けなどを毎週練習に取り組んで
いました。
　出演イベントとして初めての出演になった「草津ちびっ
こクリスマス」や恒例となっている「近江八幡市民クリスマ
ス」などでステージ発表することができました。年度末に
は発表会を実施し、�年間の練習の成果を家族や地域の
方の前で存分に発揮しました。発表会での新たな取り組
みとして、�つの演技の「振り付け」や「曲」などの演技の構
成を６年生中心に子どもたちだけで考えたことです。
　練習の成果を大勢の観客を前に披露することは、子ど
もたちの目標を作ることやモチベーションを高く保つた
めのとても大事な機会です。今後もそのような機会を大
切にし、増やしていけるように展開していきます。

小寺智也

　幼児年中～小学生を対象に近江八幡・彦根地域で、約
１３０名が在籍していました。 
　����年度はＯＪＦＬ（近江八幡スポーツ少年団リーグ）
優勝や近江八幡市の夫婦都市である静岡県富士宮市で
開催される「富士山カップ」に市を代表して２年連続出場
することを目標に日々の練習に取り組んでいました。
　週末には対外試合を行い、平日や土曜日の練習で改
善・向上をする、というサイクルがうまくできるようになり
ました。そのため子どもたちの目標がはっきりとして、高
いモチベーションで日々の練習に取り組むことができま
した。
　また、今年度からは滋賀YMCAチームとして近江八幡と
彦根の子どもたちが一致団結して対外試合や大会へと
臨みました。お互いに切磋琢磨することで全体のレベル
アップにつながりました。
　その結果、目標としていた富士山カップに出場すること
ができました。全国のレベルの高いチームとの試合で多く
の刺激を得ることができました。
　市の代表を務めるなどチームのレベルアップもできた
こともあり、近隣スポーツ少年団だけでなく県外のチーム
との対外試合も増えてきました。 
　また、大会や対外試合、通常練習の他に、全サッカーメ
ンバーでのサッカー合宿を春・秋の２回、夏のサッカー
キャンプ、小学校卒業生を祝うサッカーフェスティバルな
どの特別プログラムを実施し、滋賀ＹＭＣＡ全体でサッ
カーを楽しむ気持ちや、楽しいサッカーを作り上げる気持
ちを育む時間を大切に取り組んでいました。 
 地元のスポーツ少年団や技術向上中心のクラブチーム
とは違うＹＭＣＡサッカーらしさを常に見つめ直し、子ど
もたち一人ひとりに寄り添った指導、保護者との関わりを
大切に、子どもたちの心と身体の成長も共に見守ってい
きたいと考えています。

國宗賢太郎

バトントワリング

サッカークラス
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　バスケットボールクラブは結成�年目を迎えました。バ
スケットボールはＹＭＣＡで生まれたスポーツです。
　����年度は能登川にクラスを集約しました。練習内容
の見直しを行い、「シュート」や「ドリブル」などのテーマを
絞り、�～�ヶ月を�つのくくりとして、集中的に練習を行い
ました。
　また、子どもたち自身が成長を感じることのできるよう
に一つのテーマが始まる最初と最後の練習日にスキルテ
ストを行いました。頑張って取り組んだ事が可視化できた
ので、子どもたちのモチベーションの向上につながりまし
た。
　通常練習以外に春・秋に�回サッカークラスと合同で合
宿を実施いたしました。秋の合宿では京都府にある花背
山の家を初めて利用し、自然に囲まれた良い環境で合宿
を行う事ができました。夏に風の谷キャンプ場でキャンプ
を行い、寝食を共にする事でチームメイトとの仲を深める
時間を作る事ができました。
　また、冬には神戸ＹＭＣＡ主催の大会に出場し、中西日
本地域のYMCAチームと試合をすることができました。大
会を通じて、他のＹＭＣＡにも滋賀ＹＭＣＡの良さをア
ピールすることができました。

　滋賀県内の地域のチームとのつながりも増えてきまし
た。今後は日本バスケットボール協会のリーグ戦や大会
への出場を目指します。今後もより実りある活動を目指
して進めていきます。

小寺智也

　体育クラスでは、運動が得意な人も苦手な人もみんな
が一体となって運動を楽しみます。幼児年少クラス、幼児
年中～年長クラス、小学生クラスの�つの年齢に合わせた
クラスを展開しています。幅広い年齢層に対応できる指
導者がいるので、保護者の方にも大変良い評価をいただ
いています。 
　幼児クラスでは、「遊び」を中心に走る・跳ぶ・鉄棒・マッ
ト・跳び箱などの運動を取り入れながら、楽しく体を動か
しました。一つの種目に絞らず様々な運動を行うことで基
礎体力や基本的運動能力の向上を目指しました。
　小学生クラスでは「ボール運動クラス」、「器械運動クラ
ス」の２クラスを展開しました。種目を分けることによっ
て、子どもや保護者の興味や願いによってクラスを選択す
ることができます。一つひとつの種目の技術の習得やより
丁寧な指導を行うことができました。
　����度からは会場を桐原体育館に移し、大人数でのク
ラス運営が可能となりました。広い空間で運動をすること
ができるので、よりダイナミックに運動を行うことができ
ます。
　スケールメリットを生かし、今後も仲間と身体を楽しく
動かすことによって生まれる価値を大切にしながら指導
を行っていきます。

小寺智也

体育クラス

バスケットボールクラブ



● SHIGA YMCA Action Book ������

サッカー 会場・場所 日程 参加数
サッカー合同合宿（春） あざいカルチャー&スポーツビレッジ �月��日～�月��日 ��人
中日本YMCAサッカー大会 J-GREEN堺 �月�日～�月�日 ��人
富士山カップ 静岡県富士宮市 �月�日～�月��日 ��人
サッカー合同キャンプ 風の谷キャンプ場 �月��日～�月��日 ��人
サッカー合同合宿（秋） 京都府花背山の家 ��月��日～��月��日 ��人
京都YMCAドリームカップ 福井県 �月��日 ��人
サッカーフェスティバル 文芸の郷グラウンド �月��日 ��人
その他、対外試合等、年間５０日間あり

バトントワリング 会場・場所 日程 参加数
草津ちびっこクリスマス 草津 ��月�日 �人
近江八幡市民クリスマス G-NETしが ��月��日 �人
年度末発表会 近江八幡 �月�日 �人

バスケットボール 会場・場所 日程 参加数
バスケットボールクラブ合宿（春） あざいカルチャー&スポーツビレッジ �月��日～�月��日 �人
バスケットボールクラブ合宿（秋） 京都府花背山の家 ��月��日～��月��日 ��人
バスケットボール中西日本ＹＭＣＡ大会 兵庫県立総合体育館 �月�日～�月�日 �人
バスケットボールクラブ卒団式 安土マリエート体育館 �月��日 ��人
その他、対外試合等、年間��日間あり

ウエルネス合同プログラム 会場・場所 日程 参加数
ウエルネスキャンプ 風の谷キャンプ場 �月��日～�月��日 �人
＊ヴォーリズ学園ひかり園、金田東保育園、安土保育園への運動遊び指導へスタッフ派遣をしています。

ウエルネス事業（健康教育）
����年度滋賀YMCA事業報告
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野外活動事業
����年度滋賀YMCA事業報告

　滋賀ＹＭＣＡ野外活動クラブは、「かいつぶり（幼児年中
～小学２年生）」、「ＬＡＫＥびわ（小学３年生～５年生（初
参加））」、「Ｍｔ．いぶき（小学５年生～６年生）」・「Ｊｒリー
ダーズ（中学生～高校生）」の学年別４チーム編成に変更
をし、それぞれ�年間を通して野外活動を行いました。
　野外活動クラブは今年���年を迎えるキャンプの歴史
の延長線上にあります。
　大切にしたいことはダイナミックな自然に出会いその
雄大さに感動し、生き抜く力を養うこと、挑戦し工夫し達
成感を味わうこと、大いなる自然に出会うことによって命
の大切さを知ること、そして何より我々が大切にしたいこ
とは小グループに分かれた生活形態のキャンプと同じく、
小グループに分かれて社会性を養うことです。１年間同じ
メンバーでのグループには一人の指導者がつき添い、子
どもたち一人一人が仲間を大事にし仲間のことを思いやり

自分が認められることの喜びに気付く、そのような人間関
係構築の力を育てる導きをしてゆきます。����年度は
キャンプとの棲み分けを明確にし、定置でのキャンピング
はサマーキャンプに任せ、より活動的なプログラムの展開
へと挑戦をしてきました。幼児から小学校低学年のチー
ムでは自然に対しての驚きや発見、そのことによって自然
に興味を持つことをねらいました。小学校中学年では、協
力をして自然の中で生活をしたり探索や挑戦をしたりす
ることで自らの達成感とともに、自然の大きさを肌で感
じ、自然への興味を高めることを狙いました。小学校高学
年と中高生では、より一段と高いレベルを目指し、自然の
克服と共存、そして挑戦をテーマにプログラムを展開して
ゆきました。いずれの活動も小グループでの協力のもと
に行います。仲間と一緒に頑張れたこと、一緒に時を過ご
せたことへの感謝、そして自然によって生かされているこ
とへの気づきと感謝に発展することを願って今年度も活
動を展開することができました。

國宗賢太郎

野外活動クラブ
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　夏期キャンプは「滋賀ＹＭＣＡ教育キャンプ場～風の谷
キャンプ場～」をベースに展開しています。風の谷キャン
プ場は犬上郡多賀町の山間に位置し約８０人が一度に収
容可能なキャンプ場です。昔ながらのテント泊を基本とし
て生活を行い、池でのカヌー・イカダ、近くを流れる川での
川遊び、そして木々に囲まれてのキャンプファイヤーなど
のプログラムが大変人気です。長きにわたってたくさんの
キャンパーに親しまれてきた風の谷キャンプ場は、生誕２
２年になり、今もなおたくさんのキャンパーを迎え入れて
います。
　２０１９年度は風の谷キャンプ場を利用したキャンプの
スタイルを大きくリニューアルしました。キャンプが始まる
と子どもたち自身でテントを設営し、居住空間を整えま
す。キャンプの基本である、「生活を工夫すること」を身を
もって体験することができました。
　新たなスタイルをより強固に確立していくために、キャ
ンプ場も少し様式の変更が必要となってきました。長期
的な視点を持ち、今後も子どもたちの成長に寄り添い続
けることができるキャンプ場にしてゆきたく思います。毎
年、たくさんのボランティアがキャンプ場の開設ワークに
関わり、また費用面でご協力等いただいて今のキャンプ
場があります。日々のお力添えに感謝し、これからもより
良いキャンプ運営に尽力いたします。

　冬期キャンプはスキー、スケートなどのウインタープロ
グラムが大変人気です。今年度は“ウインタースポーツの
メッカ志賀高原”で行う志賀高原スキーキャンプを京都
YMCAと合同して行いました。リーダートレーニングから
滋賀‐京都の合同で行い、スキー指導やキャンプ運営に
関して改めて学びを深め、キャンプに向けても良い準備
ができました。
　スキーキャンプの中では子どもたちの努力や身に付い
た技量、次への目標を示すための、ワッペンテストを導入
しました。ワッペンテストは子どもたちにとっても大きな
目標となりました。テストに向けて、レッスン中にみんなで
アドバイスし合い上達を目指そうとする姿、テスト本番で
緊張しながらも懸命に滑走する姿、またそれを必死に応
援する姿はYMCAのスキーキャンプを象徴するものでし
た。

國宗賢太郎

シーズンキャンプ

＊夏期キャンプとして、ノゾミ保育園のディキャンプ指導、八王子保
育園のキャンプファイヤー指導へスタッフ派遣をしています。

野外活動事業
����年度滋賀YMCA事業報告
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文化・生涯学習事業
����年度滋賀YMCA事業報告

　文化・生涯学習クラスでは、幼児からシニアまでの幅広
い層の方を対象とし、人間力を豊かに広げ、健やかな生
活を支える活動を行うことを目的として、生涯を通してい
きいきと学べるプログラムを提供していきます。

あなたがやりたい何かが「みつかる」ために
あなたが「つながる」誰かと出会うために
そして、あなたの人生がもっと「よくなっていく」ために

　ピアノ・ヴァイオリン・フルート・ギター・ウクレレのクラ
スがあり、初級から上級まで一人ひとりの個性やペース
を大切に楽しくレッスンを行っています。
　子ども時代に豊かな感性を育むため、音楽をより身近
に感じることができるよう生の音楽にふれる機会として、
夏休みに学童Ｙプラスの子ども達を対象としたヴァイオ
リンの体験会を実施しました。（参加者：２１名）ヴァイオリ
ンのクイズや先生の素晴らしい演奏を聴いた後、一人ず
つ実際にヴァイオリンを手にとって構え方、音の出し方を
教わりました。これを機に音楽や楽器に興味をもち、いつ
の日か美しいものに対する感性を育むきっかけとなるこ
とを願っています。
　日頃のレッスンの成果を発揮する場として、安土文芸
セミナリヨにて１０月１３日、音楽倶楽部発表会「秋のコ
ンサート」を開催しました。和やかな雰囲気の中、幼児か
らシニアの皆さんの熱意のこもった演奏が披露され、観
客からは温かい拍手が送られました。今年度は開会演奏
としてJ.S.バッハの「Ｇ線上のアリア」や「トッカータ」のパ
イプオルガンの演奏をみんなで鑑賞しました。心に深く響
く荘厳な音色に日常を忘れ、音楽をゆっくりと楽しむひと
ときとなりました。会員全体でみるとクリスチャンでない
方が大部分を占めているのが現状であり、このような機
会に教会音楽の雰囲気を感じていただき、ＹＭＣＡらしさ
をアピールできればと考えています。

　こども書道クラスの子ども達１２名に加えて、今年度よ
り開講した学童Ｙプラスの８名が参加し、和気あいあいと
した大変賑やかなクラスとなりました。小学１年から６年
まで、在籍している学年は様々ですが、高学年の子ども達
が自主的に低学年のサポートを行うなど、同じ書道クラ
スに集う仲間としてのつながりも大切にしています。
　第５９回滋賀県書き初め展覧会では、見事、金賞を受
賞、滋賀県書道協会発行の「書の友」でも優秀作品として
掲載され、日々の積み重ねが着実に力となっていること
を実感しています。また基礎的な練習だけでなく、文字を
書くこと自体の楽しさを感じるプログラムにも積極的に
取り組みました。
　箒のような太い筆を使って、一人一画ずつリレー方式
で大きな文字を書いていきます。子ども達は真剣な表情
で心を込め全身を使って筆を加えていき、ダイナミックで
勢いのある大きな作品が完成しました。

音楽倶楽部・パソコン・初めての源氏物語・朗読教室

　人間の脳はいくつになっても学ぶことで成長し続ける
といわれています。頑張って練習することで好きな曲が弾
けるようになったり、パソコンでできなかったスキルが使
えるようになったり、新しい知識や経験を得ることで、また
新たな世界が広がります。ＹＭＣＡでは、日常生活を楽し
く豊かに過ごすための主体的な活動の場を目指していき
たいと思います。

川瀬由起子

音楽倶楽部

こども書道教室

大人のためのクラス
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語学・教育事業
����年度滋賀YMCA事業報告

　ポルトガル語に親しむことはもちろん、ブラジルやポル
トガル語圏の習慣や文化あそびを楽しく学ぶコースです。
地域には多くの日系ブラジル人の方たちが暮らしていま
す。彼らとよりよきコミュニティーを作りだしていくために
も、また世界に広く目を向けて欲しいと願い開講いたしま
した。�人の子ども達が学び、次年度には�クラスに拡大
をする予定です。

　�月�日～�日の�日間、小学生を対象に開講いたしまし
た。ポルトガル語の数かぞえ、子どもの遊びや歌を学ん
で、楽しくポルトガル語に親しむ講座でした。

　初級クラス（１年～�年生）の授業時間を５０分に設定
しました。「聞くこと」「話すこと」に重点を置き、外国人講
師が指導しました。継続の中級クラス（４年～６年生）は、
従来どおりの８０分設定で日本人講師と外国人講師が指
導しました。英検Jr（児童英検）と併せて、英検を受験する
生徒には受験対策を行いました。

　７月３０日~８月３日（５日間）で小学生を対象にＡクラ
ス（１年~�年生）とＢクラス（�年~�年生）を開講し学童の
子どもたちと一般の子どもたちが参加しました。

　簡単な情報や考えを理解して、自分でも表現したり、伝
えたり出来るコミュ二ケーションの力を伸ばすことを目的
に外国人講師が指導しました。
　英文法学習希望者には、日本人講師がプライベート
レッスンを行いました。

　プライベートレッスンを行い、外国人講師が英文学の
指導を行いました。

　コミュ二ケーションの力は、グループの中で自発的かつ
積極的に話すことにより養われます。各クラスでは、少人
数の利点を生かしコミュ二ケーションの楽しさを体験し
ました。

　幼児から成人まで、幅広い年齢層を対象に、教育機関
や企業と連携し、地域社会のグローバルな人材育成のた
めに支援を行いました。
　ヴォーリズ学園ひかり園、そらの鳥こども園、近江兄弟
社高等学校国際コミュニケーションクラス、近江高等学
校、タキイ種苗株式会社と継続的に連携して指導を行い
ました。
　リーダーＯＰに協力いただき、小学生教員を対象にし
た英語指導者養成講座の可能性を検討しました。

徳田　望

小学生英語英会話クラス

ポルトガル語クラス開講

やさしいポルトガル語（夏期）

楽しいフォニックスと英会話（夏期）

英語指導の変化の方向性Language School

English School

中学生クラス

高校生クラス

成人英会話クラス

教育機関委託事業・企業委託事業
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発達支援事業
����年度滋賀YMCA事業報告

 滋賀ＹＭＣＡでは発達支援プログラムが２０年以上前から
始まり、現在では大きく３つのプログラムを行っています。

➀げんきクラブ（運動遊び）
➁ポップコーンクラブ（野外活動・自然遊び）
➂スカイブルー（学習・グループワーク）

　げんきクラブには、運動を苦手とする子どもたちが多く
参加しますが、子どもたちにとっても楽しく体を動かし友達
と一緒に遊ぶことができることを喜びとしています。しか
し、自分の気持ちをうまく表現できないことが多いため、人
への接し方を学び、ルールを守って遊ぶことを学びます。こ
れにより、できなかったことも少しのコツでできるようにな
り自信を持って学校での体育も行うことができるように
なっています。今年は特に低学年の子どもたちが多くルー
ルを守ることを中心に行いました。これから数年かけて「仲
間・友達」とはどういうものかを学んでいきます。

　ポップコーンクラブはげんきクラブとは反対に小学校
高学年・中学生が中心となるクラブへと成長しています。
子どもたちの関わりによりグループ分けを行い対象に
あったプログラム指導を行っています。自分たちで考え
る、調べるプログラムを入れながら自然の中での体験や
発見することを楽しみとしています。中には個別指導が必
要な子どもたちもいますが、一人での活動ではなくグ
ループでの活動ができるように導き、他者との係りを増や
すようにしています。

　今年の活動の一つに、滋賀蒲生野ワイズメンズクラブ
の協力を得て、野菜収穫とリース作りを行いました。普段
活動する仲間だけでなく、大人の方との関わりを学ぶ良
い機会となりました。活動を通し普段関わりの少ない方
との関わりを持つことで、彼らの社会性も身に付きますの
で、このような機会を今後も取り入れていければと考え
ています。

　ポップコーンクラブはＹＭＣＡで活動するにあたり一番
長く所属ができるクラブとなっているため、高校生まで活
動を行うことができることから、クラブ内での年齢差があ
ります。今後の課題としては小学校低学年の会員の獲得
を増やし、低学年でのグループ活動ができるようになり、
中学・高校へと継続した活動ができるようにしたいと考え
ています。

　スカイブルークラスも５年目を迎え、多くは初年度より
継続をしている子どもたちです。クラス内での子どもたち
の所属間も高まっています。学校での学習のサポートを
行いつつ、グループで取り組むプログラムも入れ協調性
などを学んでいきます。このクラスについても継続者が多
いため、新たな仲間を増やすことが今後の課題となって
います。

　今年は、第４回インターナショナル・チャリティーランに
３組のチームを結成して出場することができました。チャ
リティーランより寄付をいただきこれらのプログラムは行
われています。障がいのある人もない人も共に楽しむプ
ログラムを目的としているため、共にプログラムに参加で
きることは大変嬉しいことです。障がいがあるということ
を知られたくない方もおられ、これまでは参加をためらう
方も多くいました。しかし今年は多くの子どもたちが皆さ
んと一緒に走ることができ、賞もいただき子どもたちの自
信へと繋がりました。このように、共に活動を行うことが
当たり前となり互いに認め合える関係が作れることを
願っています。

　今後は発達支援プログラムで子どもたちにあった学び
をしつつ、他のクラスとの関わりやイベントへ参加してい
き彼らの活動範囲を増やしていけたらと考えています。

大黒真佐実

発達支援プログラム

＊この事業は、ＹＭＣＡ国際賛助会（ＦＣＳＣ）より助成を受けていま
す。また滋賀ＹＭＣＡインターナショナル・チャリティーランから寄
付を受け運営されています。

　ご協力いただきありがとうございます。
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国際交流・国際協力事業
����年度滋賀YMCA事業報告

　スリランカよりワイズメンズクラブを通して日本を訪れ
ている女性Miss. Phahani Fernandoが滋賀YMCAを訪
れ、学童保育の子ども達と交流しました。彼女から子ども
達にスリランカの場所や気候、文化を伝えていただき、そ
の後体育室で一緒に遊んだり踊ったりと子ども達と仲良
くなりました。子ども達にとっては知らなかった世界と出
会うチャンスとなったのではないでしょうか。
　学童保育事業では開設時より、語学教室とは別に土曜
の午後は英語のネイティブスピーカーを保育スタッフとし
て加わえ、子ども達に英語に接する機会を提供しながら
言葉の壁を越えて文化を伝える取り組みをしています。
今後は様々な国籍の方と触れ合うチャンスを積極的に
作ってゆきます。

　毎年国際協力キャンペーンとしての募金を実施してい
ます。世界には自然災害や紛争貧困や差別によって小さ
くされたり、苦しい生活を強いられたりしている人々がい
ます。世界の YMCAでは、難民の支援を行ったり、貧しい中
にある青年たちの職業訓練の場を作ったり。子ども達へ
の教育の場を提供したりとすることにこの募金を活用し
ています。

　昨年は、豪雨際害の緊急支援募金と時期が重なったた
めに、多くの募金を集めることはできませんでしたが。継
続しなければならない大切な働きとして、これからも子
ども達や会員の皆様に取り組み内容を伝え協力をお願
いしていくつもりです。

����年�月�日～�日（日）於 : 六甲山YMCA 
　本年の中日本YMCAグローバル研修会はロニーアレキ
サンダー氏（神戸大学大学院国際協力研究科教授）をメ
インスピーカーに、ジェンダーについて学ぶ機会となりま
した。
　多様性を重視しなければならないこれからの社会で、
無理解の中から起こる差別や不公平を防ぐために、生き
やすい社会を作るために、私たちはどのように多様性を
受け入れていくのかを議論するチャンスとなりました。中
日本 YMCA グローバル研修会はこの形で行うのは今回を
最後として、改めて「平和」をテーマにあるべき研修の形
を検討してゆきます。

久保田展史

国際交流事業

中日本YMCAグローバル研修会

募金名 計　　
����年度国際協力募金 ��,���円
クリスマス献金 ��,���円
台風��号・��号 被災地支援募金 ���,���円 日本YMCA同盟へ送金
合計 ���,��� 円

日本YMCA同盟へ��,���円と被災地支援募金を全額送金
事務経費で���円支出しました。
クリスマス献金はユースボランティア育成に活用させていただきます。
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リーダートレーニング・リーダー会活動
����年度滋賀YMCA事業報告

　滋賀ＹＭＣＡのユースボランティアリーダーは、通年を
通し、➀野外活動クラブ➁ポップコーンクラブ・げんきク
ラブ（発達支援事業）➂ユーススポーツ（体育・バスケッ
ト・サッカー）、➃シーズン（夏・冬・春期）キャンププログラ
ムを中心に、約６０名のユースボランティアリーダーが活
躍しています。

　滋賀ＹＭＣＡでは「メンバーファースト｣｢セーフティ
ファースト｣の原則にたち、ユースボランティアリーダーの
理論研修・実技研修をに力を入れています。リスクマネジ
メントや救命救急法、対象理解やグループワーク理論、組
織的教育キャンプ理解などの座学研修や、夏・冬プログラ
ムを主眼においたキャンプ生活・スキー・スケートの実技・
指導法の研修、リーダー経験別に新たな知識と技術を身
につけるよう進めています。

　冬の研修においては京都YMCAと合同でスキー専門委
員の先生方と共にスキー実技研修会を実施しています。
さらに、子どもたちと直接関わる年間プログラムの企画・
計画準備・実施・評価というサイクルを繰り返し経験する
ことで、ＹＭＣＡが行う野外活動・グループワーク理論の
理解を深め、リーダー自身も相手に理解してもらう説明
の仕方、話し合いの方法、状況を察知し対応できる能力、
他者への配慮などの力を年間通して養っています。
　今後の研修においては、野外活動、発達障がい、教育
関係の各専門家による研修会の実施やリーダーＯＰから
の働きかけを強め、ＹＭＣＡに関わる人とのつながりを構
築していくと共に、現役リーダーの資質向上に努めていき
ます。また、社会情勢にも目を向け、国際平和・復興支援
などの理解や興味の幅を広げて、これからの未来を担っ
ていく人材を育てていきたいと思います。

　そして、これらのことを身につけたボランティアリー
ダーたちが、やがて地域社会において大きな働きを担う
存在となることを祈り、今後も研修を続けたいと考えてい
ます。

　滋賀ＹＭＣＡで活動するユースボランティアリーダー
は、毎月１回の「全体リーダー会」を持ち、研修と交流を深
めています。
　日頃は各所属チームごとで活動していますが、この全
体リーダー会の際には全リーダーが一堂に会し、自ら企
画・運営し会を実施しています。

　２０１９年度は、「視野を広げ、考えを深め、自分から発
信しよう」のテーマのもとリーダーたちがやりたいこと・学
びたいことから毎月企画・実行し、魅力あるリーダーにな
ることを目標にしていました。病児への支援についてや、
発達障がい児への支援、社会的な課題に対して若者にで
きる事は何なのか等、主体的に考え、行動しました。若い
力に満ち溢れたリーダーたちが自らの手で、社会を何と
かしたい！変えたい！と思う気持ちが、周りの人を惹きつ
け、自分も他者も変革していく。まさにＹＭＣＡ運動が感
じられる活動となりました。

リーダートレーニング

リーダー会活動

グループワーク論研修
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　他にも、全国ＹＭＣＡリーダー研修会や年度の終わりに
は卒業していくリーダーのための卒業祝会などを行いま
した。
　若いエネルギーに満ち溢れたボランティアリーダーた
ちが、ＹＭＣＡのＤＮＡであるユースエンパワーメントを最
大限に発揮できる環境作り、居場所作りを、ＹＭＣＡの強
みである『人のつながり』を生かして、継続的に今後も進
めていきます。

國宗賢太郎

リーダートレーニング／リーダー会活動
����年度滋賀YMCA事業報告

プログラム名 会場・場所 日程 参加数
宿泊研修 桐生若人の広場 �月��日～�月��日 ��人
年間プログラム理論研修 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 ��人
日帰り実技研修 風の谷キャンプ場 �月��日 ��人
救命救急 近江八幡消防署 �月��日 ��人
キャンプ場開設ワーク 風の谷キャンプ場 �月��日 ��人
夏期宿泊研修 風の谷キャンプ場 �月�日～�月�日 ��人
夏期プログラム撤収ワーク 風の谷キャンプ場 �月��日～�月��日 ��人
全国リーダー研修会 YMCA東山荘 �月��日～�月��日 �人
グループワーク論研修 彦根勤労福祉会館 ��月��日 ��人
スケート研修 滋賀県立アイスアリーナ ��月��日 ��人
スキー理論研修 京都YMCA ��月��日 ��人
スキー宿泊実技研修 長野　志賀高原スキー場 ��月��日～��月��日 ��人

※全国リーダー研修会へ、谷川弘樹�名が参加。
※滋賀YMCAボランティアリーダーの内、�名が「����年度日本YMCAユースボランティア認証」を受けました。
　（機関紙「The YMCA」����年�月号掲載）

全国リーダー研修会

プログラム名 会場・場所 日程 参加数
４月リーダー会（命の大切さ） 滋賀YMCA �月��日 ��人
６月リーダー会（SDGs）  滋賀YMCA �月�日 ��人
９月リーダー会（発達障がい） 滋賀YMCA �月��日 ��人
１１月リーダー会（全リー研報告） 滋賀YMCA ��月��日 ��人
２月リーダー会（Yフェス） 滋賀YMCA �月��日 ��人
３月リーダー会（評価会） 滋賀YMCA �月��日 ��人
卒業リーダー祝会 近江金田教会／滋賀YMCA �月��日 ��人

※近江八幡市民クリスマス��/��へ出演、レクリエーション指導。

リーダートレーニング

リーダー会活動
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学童保育事業
����年度滋賀YMCA事業報告

　はじめに、����年度の学童保育ワイプラスの活動を無
事に終えることができましたことをここにご報告申し上げ
ます。
　少子化が叫ばれている昨今、一世帯における子どもの
数は年々減少傾向にありますが、学童はそれに反して
年々利用児童が増加し、全国的に見ても待機児童が出る
ほどの状態が続いています。
　このように学童の利用児童が増加した背景には、女性
の社会参加が以前よりも活発になり、共働き世帯が増え
たことが一番の要因にあります。
　近江八幡市においても、他と同様に近年は利用児童の
増加が続き、学童保育施設（児童の受け皿）が不足する課
題を毎年にように抱えていました。
　そのような状況の中、滋賀YMCAにおいても地域の子
育て家庭の役に立てることはないかと考えていた際、先
述のような課題があることがわかり、学童保育ワイプラス
を開設（����年�月）し、地域の子育て家庭の支援をする
ことといたしました。
　一般的に学童保育というと、地域の保護者会やNPO法
人、社会福祉法人等が行政等から運営費の補助金（委託
費）等をもらいながら運営しているイメージがあります
が、ワイプラスは民間の学童保育施設として、行政から補
助を受けない運営を選択しました。
　その理由は、補助をもらうためには法律に定められた
対象者（主に共働き世帯の児童）しか受け入れることがで
きず、その他の子どもたちの受け入れは難しい現状があ
り、滋賀YMCAの支援の受益者が限定的になってしまうと
判断したからです。
　滋賀YMCAとしては、放課後の居場所が必要なのは、法
律等において定められた対象者（共働き世帯等の児童）
だけではないと考えています。
　それは、いじめや虐待、不登校等子どもをとりまく諸問
題は、共働き世帯だけにおいて起きているわけではなく、
全ての子どもにおける問題であり、その子どもたちにとっ
て、学校・家庭以外の居場所が必要であると考えていま
す。
　そのため、民間の学童保育施設にすることで、入り口

（申込み）の時点で対象を限定しないようにしました。
　結果として、共働き世帯だけでなく、本来の目的通り、
一般の学童では利用の対象外となってしまう子どもの受
け入れも行うことができました。
　さて、そんな学童保育ワイプラスですが、この１年間は、

「子どもたちが『行きたい！』と思っていく学童」を作り続け
ることにこだわって運営をしてまいりました。

　学童で過ごす時間は放課後や長期休みに過ごす時間
も合わせると、小学校で過ごす時間よりも長くなります。
経験した様々なことをどんどん吸収していく子ども時代、
子どもたちにとって学童で過ごす時間は大変貴重な時間
です。
　だからこそ、学童はただ単に過ごす場所ではなく、子ど
もたち一人一人が「行きたい！」と思える目的を持って通
うことが大切だと考えています。
　また、保護者の立場から考えても、子どもが行きたいと
思って行く場所であれば、安心して働いたり、ご家庭の予
定をしたりすることができます。
　私たちは、子どもが自ら行きたいと思う学童を作り続
けることは、子どもも保護者も支えられる活動になると
考えています。
　����年度、�人の子どもたちとともにスタートした学童
保育ワイプラスですが、保護者の方を始め、ワイズメンズク
ラブの方々、そしてボランティアリーダーやスタッフなどの
ご理解ご協力により、少しずつですが会員数を増やすこと
ができ、長期休み中は��人を越える児童が集まりました。
　また、普段の活動（農業体験や国際交流等）においても
ワイズメンズクラブの方を始め、ボランティアリーダーなど
のご協力により、充実した活動を行うことができました。
　改めまして、学童保育ワイプラスを支えてくださった皆
様に感謝申し上げます。

新保賢二

子育て家庭に求められる
学童保育ワイプラスを
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学童保育事業
����年度滋賀YMCA事業報告

プログラム名 会場・場所 日程 参加数
学童保育ワイプラス　開設 滋賀ＹＭＣＡ �月�日 �人
国際交流プログラム（スリランカ） 滋賀ＹＭＣＡ �月�日 �人
農業体験（サツマイモ苗植え） 滋賀ＹＭＣＡ教育農園 �月��日 �人
春の遠足 八幡山 �月��日 �人
第�回インターナショナル・チャリティーラン参加 希望ヶ丘文化公園 �月�日 �人
楽書き（らくがき）アート 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人
理科実験教室 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 ��人
お泊まりY+ 滋賀ＹＭＣＡ �月��日～�月��日 �人
ボブおじさんのシャボン玉教室 滋賀ＹＭＣＡ �月�日 ��人
オリジナルどら焼き作り 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人
ビニールドラゴン作り 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人
夏の工作（段ボールサッカー盤） 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人
ワイプラスproject（おまつり） 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 ��人
農業体験（サツマイモ堀り） 滋賀ＹＭＣＡ ��月��日 �人
ハロウィンパーティー 滋賀ＹＭＣＡ ��月��日 �人
被災地支援街頭募金 滋賀ＹＭＣＡ ��月�日 �人
秋の遠足 雪の山・妹背の里 ��月��日 �人
クリスマスパーティー 滋賀ＹＭＣＡ ��月��日 ��人
子ども企画プログラム ヤンマーミュージアム �月��日 �人
ピンクシャツデー 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人
思い出プログラム 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人

さつまいも苗植え（滋賀YMCA教育農園／�月）

秋の遠足（雪の山・妹背の里／��月）



SHIGA YMCA Action Book ���� ●��

第４回滋賀ＹＭＣＡ インターナショナル・チャリティーラン２０１９

����年度滋賀YMCA事業報告

　２０１９年６月２日（日）、野洲市希望が丘文化公園内、
陸上競技場および周辺の特設コースにて、第４回滋賀Ｙ
ＭＣＡインターナショナル・チャリティーラン２０１９を開
催しました。
　今年は車椅子での参加やご家族での参加が増えまし
た。発達支援プログラムに参加の子どもたちもチームを
組んで参加するなど、滋賀ＹＭＣＡに関わるたくさんの
会員や一般のランナーが集い、笑顔が溢れる一日となり
ました。

　障がいのある方もない方も共に走り楽しむことができ
るのが、チャリティーランです。
　皆様のご協力により �,���,��� 円の支援金を集めるこ
とができました。ご支援いただきましたランナー、企業、
各種団体、ワイズメンズクラブをはじめ、関わっていた
だいた全ての方に感謝申し上げます。チャリティーラン
に寄せられた支援金は全国の障がい児支援プログラム
および、滋賀ＹＭＣＡが行うポップコーンクラブ、げんき
クラブ、スカイブルー等の発達支援プログラムに大切に
活用させていただきます。

大黒真佐実

　����年度も会員によるYMCA活動の支援や活動が活
発に行われました。
　６月２日「滋賀YMCA第�回インターナショナル・チャリ
ティーラン����」を希望が丘文化公園陸上競技場にて、
多くの会員たちが支援して開催しました。�月下旬にワイ
ズメンズクラブびわこ部による「風の谷キャンプ場」の整
備ワークが行われました。このワークによってこの夏も安
全なサマーキャンプの実施準備が整いました。
　��月には「近江八幡市民クリスマス」、彦根に於いての

「YMCAちびっこクリスマス」がワイズメンズクラブやリー
ダー、リーダーOBOGなどによって開催されました。
　特筆すべきは、��月�日土曜日に台風��号��号被災地
支援街頭募金をJR長浜駅、彦根駅、近江八幡駅、草津駅、
石山駅前�箇所に分かれ実施したことです。

　びわこ部のワイズメン、サッカー・バスケットクラブ・バト
ントワリングなどの体育活動の子ども達、学童保育の子
ども達やその保護者が加わって総勢１０１名の会員の力
が結集され、���,���円の募金を集めることができまし
た。
　�月��日には全国のYMCAと共同して「YMCAピンクシャ
ツデー」を実施しました。これはカナダでピンクのシャツ
を着た子どもがいじめられたことへの抵抗とその活動の
支援として始まったもので、いじめをなくそうと皆がピン
ク色のシャツを着てアピールしようとする活動です。
　�月には�月��日には近江八幡市で創立���周年記念
会員集会を行い、また�月�日には滋賀YMCA 創立��周年
記念会員集会（彦根YMCA創立記念集会）を行い、会員た
ちが集まって創立の頃の会員たちの熱い思いを共有し新
たな歩みを誓う時となりました。（次頁につづく）

会員活動
����年度滋賀YMCA事業報告

個人ラン  ３７名
宣言タイム ７６名（１９チーム）
ボランティア ６６名
その他来場者 ９５名
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プログラム名 会場・場所 日程 参加数
会計監査 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人
理事会 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人
さつまいも苗植え会 ＹＭＣＡ八坂農園 �月��日 ��人
キャンプ場運営委員会 彦根市勤労福祉会館 �月��日 ��人
定時評議員会 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人
滋賀YMCA第�回　インターナショナル・チャリティーラン���� 希望が丘陸上競技場 �月�月 ���人
評議員会 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 ��人
会員総会 彦根市勤労福祉会館 �月��日 ��人
キャンプ場開設ワーク 風の谷キャンプ場 �月��日 
理事会 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人
職員共済会  �月��日 ��人
リーダーＯＰキャンプ 風の谷キャンプ場 �月��日 ��人
夏期キャンプ終了感謝夕食会 風の谷キャンプ場 �月��日 ��人
理事会 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人
評議員会 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人
さつまいも収穫祭 ＹＭＣＡ八坂農園 ��月��日 ��人
YMCA/YWCA合同祈祷集会
　「ジェンダー平等を実現するために」 滋賀ＹＭＣＡ ��月��日 ��人
　お話：滋賀蒲生野Y's　管井恵子氏
理事会  ��月��日 �人
ＹＭＣＡちびっこ市民クリスマス 滋賀県立大学 ��月�日
理事会・評議員会 滋賀ＹＭＣＡ ��月��日 ��人
近江八幡市民クリスマス Ｇ-ネットしが ��月��日 ���人
職員クリスマス礼拝 滋賀ＹＭＣＡ ��月��日 �人
職員共済会  �月��日 ��人
近江八幡YMCA創立���周年記念会員集会
　卓話　「YMCAとヴォーリズさん ～YMCAなくしてヴォーリズなし～」　 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 ��人
　お話：公益財団法人近江兄弟社　藪秀実氏
YMCAピンクシャツデー 滋賀ＹＭＣＡ �月��日
滋賀YMCA創立��周年記念会員集会　懇親会・談話会 彦根勤労福祉会館 �月�日 �人
理事会 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 �人
卒業リーダー祝会 近江金田教会 �月��日 ��人
評議員会 滋賀ＹＭＣＡ �月��日 ��人

会員活動
����年度滋賀YMCA事業報告

　�月��日には今年度大学を卒業するリーダーたちの卒
業リーダー祝会が金田教会とYMCA 本館を会場に行われ
ました。
　また重い病気の子ども達を支援する事業を新たに開
始すべく準備を行いました。
　滋賀医科大学附属病院との協議を持ち、�月には病院
より春からの活動実施を要請されました。コロナウイルス
感染予防のために活動開始は遅れていますが、解除後の
活動がすぐに行えるようにボランティアたちが準備を行っ
ています。

久保田展史 インターナショナル・チャリティーラン２０１９
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全国YMCA総務担当者会（滋賀開催）

風の谷キャンプ場ワーク

風の谷キャンプ場 OPキャンプ

ピンクシャツデー

風の谷キャンプ場ワーク

会員総会
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音楽倶楽部発表会

近江八幡YMCA創立���周年記念会員集会 

滋賀YMCA創立��周年記念日会員集会

リーダー卒業祝会

リーダー卒業祝会

会員活動
����年度滋賀YMCA事業報告

街頭募金　台風��号・��号被災地支援街頭募金
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DATA ����
����年度滋賀YMCA事業報告

出張内容・研修会内容 場所 日程 担当者
全国 YMCA総主事会議 東山荘 �月��日 久保田展史
滋賀県キャンプ協会総会 水口公民館 �月��日　　　　　久保田展史・祝部康二
全国 YMCA新総主事研修会 日本YMCA同盟 �月��日 久保田展史
近江八幡市国際協会評議員会 近江八幡市 �月��日　　　　　久保田展史・祝部康二
滋賀県キャンプ協会理事会 水口公民館 �月��日　　　　　久保田展史・祝部康二
全国YMCA総主事会議 東山荘 �月��日～��日 久保田展史
日本YMCA同盟協議会 東山荘 �月��日～��日 久保田展史
滋賀県国際交流推進会議 ピアザ淡海 �月�日 久保田展史
滋賀県国際協会講演会 ピアザ淡海 �月��日 久保田展史
滋賀県キャンプ協会理事会 水口公民館 �月��日　　　　　久保田展史・祝部康二
AIDS 文化フォーラム 同志社大学 ��月�日 久保田展史
全国 YMCA 総主事会議 茨城 YMCA ��月�日～��日 久保田展史
中日本 YMCA 国際担当者会 大阪YMCA 土佐堀 ��月�日 久保田展史
全国ＹＭＣＡ総務担当者会 アンドリュース記念館他 ��月�日～��月�日 大黒真佐実
中日本 YMCA 総主事会議 韓国　仁川、ソウル ��月��日～��日 久保田展史
滋賀県国際協会創立��周年記念講演会 ピアザ淡海 ��月��日 久保田展史
ＹＭＣＡちびっ子市民クリスマス 滋賀県立大学 ��月�日 徳田　望
近江八幡市民クリスマス G-NETしが ��月��日 大黒真佐実
   久保田展史
滋賀YMCA・京都 YMCA 合同スキーリーダートレーニング 志賀高原 ��月��日～��日 國宗賢太郎
   小寺智也
滋賀YMCA・京都 YMCA 合同リトルキッズスキーキャンプ　　 志賀高原 ��月��日～��日 小寺智也
滋賀YMCA・京都 YMCA 合同中高生・チャレンジスキーキャンプ　　 志賀高原 ��月��日～��日 國宗賢太郎
中日本 YMCA 国際担当者会 大阪YMCA �月�日 久保田展史
滋賀県旅行業協会年次総会 守山　ライズヴィル都賀山 �月��日 久保田展史
鹿児島 YMCA 創立��周年記念式典 ジェイドガーデンパレスホテル �月��日 久保田展史
   久保田展史
中日本 YMCA スタッフ研修会 六甲山YMCA �月��日～��日 竹内秀和
   新保賢二
滋賀県キャンプ協会理事会 希望が丘文化公園青年の城 �月��日 久保田展史
全国 YMCA 総主事会議 東山荘 �月�日～６日 久保田展史
滋賀県キャンプ協会交流事業 甲南青少年センター �月�日 久保田展史
中日本エリアセーフティー担当者会 大阪 YMCA  �月��日～�月��日 川瀬由起子
中日本 YMCA 総主事会議 大阪 YMCA  �月��日 久保田展史

出張・会議報告

近江八幡市民クリスマス第�回インターナショナル・チャリティーラン２０１９
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日　　程 対　　象 指導内容 担当者
５月２２日 桐原幼稚園 縄跳び指導 小寺智也
６月２２日 八幡幼稚園 親子ふれあい遊び 國宗賢太郎・小寺智也
７月３日 武佐こども園 運動遊び 國宗賢太郎
１０月２日 桐原幼稚園 運動遊び 小寺智也
１０月１７日 武佐こども園 縄跳び指導 國宗賢太郎
１０月１８日 岡山幼稚園 運動遊び 國宗賢太郎
１０月２１日 岡山幼稚園 運動遊び 小寺智也
１０月２３日 馬淵幼稚園 運動遊び 小寺智也
１０月２４日 八幡幼稚園 縄跳び指導 國宗賢太郎
１０月３０日 桐原幼稚園 縄跳び指導 國宗賢太郎
１１月６日 八幡幼稚園 親子ふれあい遊び 小寺智也
１１月７日 桐原幼稚園 サーキットを楽しもう 國宗賢太郎
１１月８日 桐原幼稚園 サーキットを楽しもう 國宗賢太郎
１１月１１日 桐原幼稚園 サーキットを楽しもう 小寺智也
１１月１３日 八幡保育所 縄跳び指導 小寺智也
１１月１５日 八幡保育所 運動遊び 小寺智也
１２月１８日 武佐こども園 ふれあい遊び・運動遊び 國宗賢太郎
２月１２日 金田幼稚園 運動遊び 小寺智也
２月１３日 水口幼稚園 運動遊び 國宗賢太郎
２月２１日 桐原保育所 運動遊び 國宗賢太郎

対外指導

○理事（ＹＭＣＡ関係） 久保田正紀 日本ＹＭＣＡ同盟代議員
○職員 久保田展史   日本ＹＭＣＡ同盟代議員 全国ＹＭＣＡ総主事会議構成員
  中日本ＹＭＣＡ総主事会議構成員 滋賀県キャンプ協会副会長
  全国ＹＭＣＡ国際担当者会構成員 近江八幡市国際協会評議員
 祝部康二   滋賀県キャンプ協会参与 近江八幡市国際協会理事・副会長
 徳田　望　 全国ＹＭＣＡ英語教育推進会議構成員 日本英語検定協会「実用英語技能検定試験」実施委員
 大黒真佐実　 全国総務担当者会構成員 全国ＹＭＣＡ　ＩＣＴ担当者会構成員
  全国ＹＭＣＡ発達支援事業部会構成員 全国ＹＭＣＡブランディング担当者会構成員
  日本英語検定協会「実用英語技能検定試験」実施委員 近江八幡市民クリスマス実行委員
 川瀬由起子　 全国ＹＭＣＡエリアセーフティー担当者会構成員 全国ＹＭＣＡ Ｔｈｅ ＹＭＣＡ通信員
  日本英語検定協会「実用英語技能検定試験」実施委員
 國宗賢太郎 全国ＹＭＣＡ野外活動事業部会構成員 全国ＹＭＣＡウエルネス担当者会構成員
  全国ＹＭＣＡインターナショナル・チャリティーラン構成員
 新保賢二　 全国ＹＭＣＡチャイルドケア構成員

対外奉仕・委員会

DATA ����
����年度滋賀YMCA事業報告
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理事会 理事長 久保田正紀
 副理事長 横田明典
 常務理事 久保田展史
 理事 マーレー寛子、祝部康二
 監事 青山茂和、坂井　繁
評議員会 議長 浅岡徹夫
 評議員 岡田定一、柴田　謙、三原茂靖、池田政弘、戸所岩雄、
  井之上温代、持田和夫、増田ひとみ、安川千穂、小川章夫、
  深見祥弘（����年�月��日付退任）、藪　秀実（����年�月��日付就任）、
  徳田　望
委員会［○＝委員長］ キャンプ場運営委員会 ○外海清圭、前川幸久、柴田　謙、馬場潤治、伊藤文訓、北村正隆、
  持田和夫、浅岡徹夫、池田政弘、久保田正紀、富田恵一、江畑　明

（事務局：久保田展史、國宗賢太郎）
 総会構成員検討委員会 ○林　宏一、前川幸久、持田和夫、浅岡徹夫、池田政弘、三原静江、
  小川章夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事務局：久保田展史）
 第４回滋賀ＹＭＣＡインターナショナル・チャリティーラン実行委員会
  ○池田政弘、安田博彦、鈴木康雄、西川裕介、河越尚博、矢守昭男、
  大脇正美、宮本年博、西野佐治郎、岡村遍導、三原茂靖、藪　秀実

（事務局：久保田展史、祝部康二、國宗賢太郎、大黒真佐実）
職員 総主事 久保田展史
 顧問 祝部康二（����年�月��日付退職）
 主事 徳田　望（����年�月��日付退職）
 指導職 大黒真佐実
 指導職 國宗賢太郎
 指導職 小寺智也
 指導職 新保賢二（����年�月�日付採用）
 総務 竹内秀和（����年�月�日付採用）
 事務職 川瀬由起子
 嘱託 片岡幸恵
 嘱託 門池洋子
 嘱託 浅野陽子（����年�月�日付採用）
 嘱託 田原　稔（����年�月�日付採用）
 嘱託 松本桂子（����年�月��日付採用）

役員・委員・職員

冨江明子 土居きぬ江 谷口和美 Elma Cruz
原野尚起 今井友子 佐藤明子 Shirley Cantaros
小山陽子 小林明子 成瀬昌子 David Wybenga
里　且幸 守谷久代 西堀えみ里 David Smedley
奥野　隆 稲垣正司 水上和美 Michael Yuen
河﨑　環 古賀風香 尾崎シルビア Myra Bernabe
西村祐美 三輪めぐみ 吾藤早桜 Cristina Ishikawa
   Sherren Takano

順不同　

講師一覧
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かいつぶり ＬＡＫＥびわ Mt.いぶき・Ｊｒリーダーズ ポップコーンクラブ
河合さくら 佐々木　空 谷川弘樹 田辺綾音
旭　駿平 池田昂平 星川愛絵 森　祐加理
光藤成海 矢内美帆 木田和紗クリスティン 田中千尋
伊藤篤弘 平岡牧子 安田　蓮 奥村真子
大場千聖 片山百乃 町田知可 吉田沙穂
黒瀬奈緒子 佐野美月 吉本芙優美 今中　瞳
加藤怜慈 池田百香 徳永　楓 石飛　伸
齊藤千穂 溝口慎哉 有田成希 小林　聖
中道芙美 酒井真凜 沖山麻美 小寺優汰
伊藤愛都 湯川優希 松木優奈 堀田萌夏
上田真実 篠田奏音    
今村理恵子 森寺健太    
今村萌々果 池上裕貴  サッカー
新保　捺   杉浦拓海
   熊野芙紀
   大角百花
  バスケット 門脇真斗
高校生リーダー げんきクラブ（運動） 大賀七海 増山　諒
谷　誠志朗 松浦桃弧 島田佑香里 石飛聖弥
  内本　琢 糠塚栄次郎
  野崎航太 服部龍哉
  山田瑞希 奥村　悠

順不同　
キャンプリーダー      
河合さくら 矢内美帆 吉本芙優美 杉浦拓海
旭　駿平 平岡牧子 徳永　楓 熊野芙紀
光藤成海 片山百乃 有田成希 大角百花
伊藤篤弘 佐野美月 沖山麻美 門脇真斗
大場千聖 池田百香 松木優奈 増山　諒
黒瀬奈緒子 溝口慎哉 田辺綾音 石飛聖弥
加藤怜慈 酒井真凜 森　祐加理 糠塚栄次郎
齊藤千穂 湯川優希 田中千尋 服部龍哉
中道芙美 篠田奏音 奥村真子 奥村　悠
伊藤愛都 森寺健太 吉田沙穂 大賀七海
上田真実 池上裕貴 今中　瞳 島田佑香里
今村理恵子 谷川弘樹 石飛　伸 内本　琢
今村萌々果 星川愛絵 小林　聖 野崎航太
新保　捺 木田和紗クリスティン 小寺優汰 山田瑞希
佐々木　空 安田　蓮 堀田萌夏  
池田昂平 町田知可     

順不同　

DATA ����
����年度滋賀YMCA事業報告

プログラムボランティア一覧
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ＯＰリーダー  スキー委員会 トラのパンツ
大賀雄介 寺川絵理 福永博昭 （ストーリーテーリング）
池野真生 川上めぐみ 福永　修 門池洋子
益田恒輝 堀部夏未 川口智子 小林亜希子
杉本拓央 西田紗代子  岡田幸代
松本夏樹 松本邦稔 成人ボランティア
山部直也 澤山奈里 安田博彦
沖本　怜  持田和夫
  楠亀清司
  久米聖子
 順不同　

近江八幡ワイズメンズクラブ  彦根ワイズメンズクラブ  
彦根シャトーワイズメンズクラブ  長浜ワイズメンズクラブ  
草津ワイズメンズクラブ  滋賀蒲生野ワイズメンズクラブ  
近江兄弟社グループ    
島野喜道 岡崎光子 岡崎利彦  
管井恵子 持田和夫 小林哲夫

順不同　

寄付者一覧

久保田正紀 横田明典 マーレー寛子 祝部康二
久保田展史 青山茂和 坂井　繁 浅岡徹夫
柴田　謙 池田政弘 岡田定一 戸所岩雄
井之上温代 持田和夫 三原茂靖 安川千穂
小川章夫 増田ひとみ 伊藤文訓 徳田　望
宮本年博 安田博彦 檜山秋彦 前川幸久
三原静江 合志禎子 西川　允 外海清圭
松原基夫 管井恵子 堀江　宏 堀江芙美
永芳　亨 島野喜道 里　且幸 北脇　曻 
川上　潔 藪　秀実 大道重夫 岩崎正俊
西川裕介 八木ふよう 瀬間恭子 東　康彦
北村正隆 祝部治子 太田美智代 安澤　勝
矢守昭男 中山博文 江畑　明 川橋好栄
松本邦稔 寺川絵理  堀部夏未 益田恒輝
澤山奈里 三谷　喬 金澤芳夫 大場千聖
酒井真凛 吉本芙優美 門脇真斗 小林　聖
谷川弘樹 伊藤愛都 池田百香 町田知可
堀田萌夏 奥村　悠 池上裕貴 大黒真佐実
國宗賢太郎 川瀬由起子 小寺智也 新保賢二
竹内秀和 池野真生 西堀えみ里

順不同　

総会構成員名簿（����年会員総会）
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DATA ����
����年度滋賀YMCA事業報告

会員数（����年�月��日現在）

事業別会員数（����年�月��日現在）

クラス数

会員数
����年�月��日現在
計���名

事業別
会員数

����年�月��日現在
計���名

会員数
前年同期

計���名

���� ����

���� ��

�� ����

���� ����

���� ��

�� ��
�� ����

�� ��

���� ��

�� ��

���� ����

���� ����

�� ��

������ ������

������ ������

������ ������

������ ����

���� ����

ウエルネス
（少年）
ウエルネス
（少年）

国際教育
（少年）
国際教育
（少年）

ウエルネス
（青年成人）
ウエルネス
（青年成人）

国際教育
（青年成人）
国際教育
（青年成人）

英会話コース英会話コース

野外活動野外活動
体育活動体育活動
文化活動文化活動
高校生英語英会話高校生英語英会話
中学生英語英会話中学生英語英会話
小学生英語英会話小学生英語英会話
幼児英語英会話幼児英語英会話
野外活動野外活動
体育活動体育活動
文化活動文化活動

��

��
��

����
��
��
��
��
��

����
����ウエルネス

（少年）
ウエルネス

（少年）
ウエルネス

（少年）
ウエルネス

（少年）
ウエルネス

（少年）

国際教育
（少年）

国際教育
（少年）

国際教育
（少年）

国際教育
（少年）

国際教育
（少年）

ウエルネス
（青年成人）
ウエルネス

（青年成人）
ウエルネス

（青年成人）
ウエルネス

（青年成人）
ウエルネス

（青年成人）

国際教育
（青年成人）

国際教育
（青年成人）

国際教育
（青年成人）

国際教育
（青年成人）

国際教育
（青年成人）

青年成人会員（��）青年成人会員（��）

少年会員（���）少年会員（���）

その他ボランティア（��）その他ボランティア（��）
ポリシーボランティア（��）ポリシーボランティア（��）

ユースボランティア（���）ユースボランティア（���）

講師（��）講師（��）
維持会員（��）維持会員（��）

Y'sメンズクラブ（���）Y'sメンズクラブ（���）
青年成人会員（��）青年成人会員（��）

少年会員（���）少年会員（���）

その他ボランティア（��）その他ボランティア（��）
ポリシーボランティア（��）ポリシーボランティア（��）

ユースボランティア（���）ユースボランティア（���）

講師（��）講師（��）
維持会員（��）維持会員（��）

Y'sメンズクラブ（���）Y'sメンズクラブ（���）

英会話コース（�）英会話コース（�）
文化活動（��）文化活動（��）

中学生英語英会話（��）中学生英語英会話（��）

小学生英語英会話（��）小学生英語英会話（��）

幼児英語英会話（�）幼児英語英会話（�）

野外活動（���）野外活動（���）

体育活動（���）体育活動（���）

文化活動（��）文化活動（��）
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年齢別活動参加者数（����年�月��日現在）

���� ����

�� ��

�� ��

�� ��

�� �� �� ����

���� ��

������ ����

ウエルネス事業
����年�月��日現在
計���名

������ ������

総合計
���名

������ ������

成人成人
青年青年

少年少年

�� ��

�� ��

�� ��

���� ��

�� ��

国際
・学習教育事業
����年�月��日現在
計��名

���� ����

成人成人
青年青年

少年少年

全　体   　
  １８年度 １９年度
夏休み 風の谷キャンプ ���  ��� 
 エンジョイマリンキャンプ �  � 
 ダイナミックマリンキャンプ ��  �� 
 八ヶ岳キャンプ ��  ／ 
 関西YMCA合同　富士山キャンプ �  � 
 English Camp �  �� 
 デイキャンプ・その他 ��  �� 
 小　　　　　計 ���  ��� 
冬休み 志賀高原スキー ��  �� 
 オコジョ・トナカイスキー（日帰り） ��  �� 
 ホップ・ステップ・ジャンプスキー（１泊） ��  �� 
 スノーマジック �  � 
 チャレンジウィンター �  ／ 
 エンジョイウィンター ��  ／ 
 野外特別例会 ／  �� 
 ペンギン・シロクマ（スケート） ��  � 
 デイキャンプ・その他 ��  ／ 
 小　　　　　計 ���  ��� 
春休み 志賀高原スキー ��  中止
 海を楽しもう ��  中止
 ペンギン・シロクマ（スケート） ��  中止
 春の特別デイキャンプ ��  �� 
 はじめて野外 ��  �� 
 小　　　　　計 ���  �� 
 合　　　　　計 ���  ��� 

キャンプ参加者数統計
（２０１９年４月７日～２０２０年５月６日）

＊２０１９年度より志賀高原スキーは京都YMCAと合同で行って
います。

＊新型コロナウイルスの影響により、２０１９年度春プログラムは
中止となっています。中止後、「春の特別デイキャンプA～D」を
企画し行っています。

全　体   　
  １８年度 １９年度
 サマープログラム ��  �� 
 ウィンタープログラム ��  �� 
 スプリングプログラム �  � 
 合　　　　　計 ���  ��

ウエルネススクール・講習会参加者数統計
（２０１９年４月７日～２０２０年５月６日）

＊サマープログラム・ウィンタープログラム・スプリングプログラ
ムには館内でシーズンごとに行われる講習会・書道・スポーツ
クラス・短期学童などが含まれる。

��才以上（��）��才以上（��）
��～��才（�）��～��才（�）

��～��才（�）��～��才（�）

��～��才（�）��～��才（�）

高校生 ��～��才（�）高校生 ��～��才（�）

中学生 ��～��才（��）中学生 ��～��才（��）

小学生 �～��才（���）小学生 �～��才（���）

未就学児 �才以下（��）未就学児 �才以下（��）

��才以上（�）��才以上（�）

��～��才（�）��～��才（�）

中学生 ��～��才（��）中学生 ��～��才（��）

小学生 �～��才（��）小学生 �～��才（��）

未就学児 �才以下（�）未就学児 �才以下（�）



一般財団法人 滋賀YMCA
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